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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成29年1月12日(2017.1.12)

【公表番号】特表2016-509247(P2016-509247A)
【公表日】平成28年3月24日(2016.3.24)
【年通号数】公開・登録公報2016-018
【出願番号】特願2015-546883(P2015-546883)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ   1/08     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/38     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/32     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  19/18     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/1335   (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ    1/08     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/38     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/20     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/32     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   19/18     　　　　
   Ｇ０２Ｂ    5/30     　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/1335   　　　　
   Ｇ０２Ｆ    1/13     ５０５　
   Ｇ０２Ｆ    1/13     ５００　

【手続補正書】
【提出日】平成28年11月18日(2016.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　－　１種または２種以上の重合性メソゲン化合物からなる、重合性液晶成分（Ａ）、お
よび、
－　１種または２種以上の非重合性化合物からなる、非重合性成分（Ｂ）
からなる重合性液晶媒体から得ることができる、複屈折ＲＭレンズ。
【請求項２】
　重合性液晶成分（Ａ）が式Ｉ
　Ｐ－Ｓｐ－ＭＧ－Ｒ０　　　Ｉ
式中
Ｐは、重合性基であり、
Ｓｐは、スペーサー基または単結合であり、
ＭＧは、式Ｍ
－（Ａ２１－Ｚ２１）ｋ－Ａ２２－（Ｚ２２－Ａ２３）ｌ－　　　Ｍ
から選択された棒形状のメソゲン基であり、
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Ａ２１～Ａ２３は、各出現において互いに独立して、１つまたは２つ以上の同一であるか
または異なる基Ｌによって置換されていてもよい、アリール、ヘテロアリール、複素環式
または脂環式基であり、
Ｚ２１およびＺ２２は、各出現において互いに独立して、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－、－
ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－Ｓ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｓ－、－Ｏ－ＣＯＯ－、－ＣＯ－ＮＲ０

１－、－ＮＲ０１－ＣＯ－、－ＮＲ０１－ＣＯ－ＮＲ０２－、－ＮＲ０１－ＣＯ－Ｏ－、
－Ｏ－ＣＯ－ＮＲ０１－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＳＣＨ２－、－ＣＨ２Ｓ－、
－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｓ－、－ＳＣＦ２－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（Ｃ
Ｈ２）４－、－ＣＦ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＦ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－、－ＣＨ＝Ｎ－、
－Ｎ＝ＣＨ－、－Ｎ＝Ｎ－、－ＣＨ＝ＣＲ０１－、－ＣＹ０１＝ＣＹ０２－、－Ｃ≡Ｃ－
、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－または単結合であり、
Ｌは、複数回出現の場合においては互いに独立して、Ｈ、ハロゲン、ＣＮであるか、また
は、ハロゲン化されていてもよい、１～５個のＣ原子を有するアルキル、アルコキシ、ア
ルキルカルボニル、アルコキシカルボニル、アルキルカルボニルオキシもしくはアルコキ
シカルボニルオキシであり、
Ｒ０は、Ｈであるか、１～２０個のＣ原子を有するアルキル、アルコキシ、チオアルキル
、アルキルカルボニル、アルコキシカルボニル、アルキルカルボニルオキシまたはアルコ
キシカルボニルオキシであるか、あるいはＹ０またはＰ－Ｓｐ－であり、
Ｙ０は、Ｆ、Ｃｌ、ＣＮ、ＮＯ２、ＯＣＨ３、ＯＣＮ、ＳＣＮであるか、フッ素化されて
いてもよい、１～４個のＣ原子を有するアルキルカルボニル、アルコキシカルボニル、ア
ルキルカルボニルオキシもしくはアルコキシカルボニルオキシ、または一フッ素化、オリ
ゴフッ素化もしくは多フッ素化された１～４個のＣ原子を有するアルキルもしくはアルコ
キシであり、
Ｙ０１およびＹ０２は、各々、互いに独立してＨ、Ｆ、ＣｌまたはＣＮを示し、
Ｒ０１およびＲ０２は、互いに独立してＨであるか、または１～２０個のＣ原子、好まし
くは、１～６個のＣ原子を有する直鎖状もしくは分枝状アルキルであり、ならびに
ｋおよびｌは、各々独立して０、１、２、３または４である、
から選択された少なくとも１種の重合性メソゲン化合物を含むことを特徴とする、請求項
１に記載の複屈折ＲＭレンズ。
【請求項３】
　重合性液晶成分（Ａ）が、式ＩＩから選択された少なくとも１種の重合性メソゲン化合
物、および式ＩＩＩから選択された少なくとも１種の重合性メソゲン化合物
【化１】

式中
Ｐは、重合性基であり、
Ｓｐは、スペーサー基または単結合であり、
Ａ２１～Ａ３３は、各出現において互いに独立して、１つまたは２つ以上の同一であるか
または異なる基Ｌによって置換されていてもよい、アリール、ヘテロアリール、複素環式
または脂環式基であり、
Ｚ２１およびＺ２２は、各出現において互いに独立して、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－、－
ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－Ｓ－ＣＯ－、－ＣＯ－Ｓ－、－Ｏ－ＣＯＯ－、－ＣＯ－ＮＲ０

１－、－ＮＲ０１－ＣＯ－、－ＮＲ０１－ＣＯ－ＮＲ０２、－ＮＲ０１－ＣＯ－Ｏ－、－
Ｏ－ＣＯ－ＮＲ０１－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＳＣＨ２－、－ＣＨ２Ｓ－、－
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ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｓ－、－ＳＣＦ２－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ

２）４－、－ＣＦ２ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＦ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－または単結合であり
、
Ｚ３１およびＺ３２は、各出現において互いに独立して、－ＣＨ＝Ｎ－、－Ｎ＝ＣＨ－、
－Ｎ＝Ｎ－、－ＣＨ＝ＣＲ０１－、－ＣＹ０１＝ＣＹ０２－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＨ＝ＣＨ
－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－であり、共に存在する場合には、Ｚ３１およびＺ３

２の一方はまた、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－Ｓ－ＣＯ－、
－ＣＯ－Ｓ－、－Ｏ－ＣＯＯ－、－ＣＯ－ＮＲ０１－、－ＮＲ０１－ＣＯ－、－ＮＲ０１

－ＣＯ－ＮＲ０２－、－ＮＲ０１－ＣＯ－Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－ＮＲ０１－、－ＯＣＨ２－
、－ＣＨ２Ｏ－、－ＳＣＨ２－、－ＣＨ２Ｓ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２

Ｓ－、－ＳＣＦ２－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、－ＣＦ２ＣＨ２－、－ＣＨ

２ＣＦ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－または単結合を示すことができ、
Ｌは、複数回出現の場合においては互いに独立して、Ｈ、ハロゲン、ＣＮであるか、また
はハロゲン化されていてもよい、１～５個のＣ原子を有するアルキル、アルコキシ、アル
キルカルボニル、アルコキシカルボニル、アルキルカルボニルオキシもしくはアルコキシ
カルボニルオキシであり、
Ｒ０は、Ｈであるか、フッ素化されていてもよい、１～２０個のＣ原子を有するアルキル
、アルコキシ、チオアルキル、アルキルカルボニル、アルコキシカルボニル、アルキルカ
ルボニルオキシもしくはアルコキシカルボニルオキシであるか、またはＹ０もしくはＰ－
Ｓｐ－であり、
Ｙ０は、Ｆ、Ｃｌ、ＣＮ、ＮＯ２、ＯＣＨ３、ＯＣＮ、ＳＣＮであるか、フッ素化されて
いてもよい、１～４個のＣ原子を有するアルキルカルボニル、アルコキシカルボニル、ア
ルキルカルボニルオキシもしくはアルコキシカルボニルオキシ、または一フッ素化、オリ
ゴフッ素化もしくは多フッ素化された、１～４個のＣ原子を有するアルキルもしくはアル
コキシ、好ましくはＦ、Ｃｌ、ＣＮ、ＮＯ２、ＯＣＨ３であるか、または一フッ素化、オ
リゴフッ素化もしくは多フッ素化された、１～４個のＣ原子を有するアルキルもしくはア
ルコキシであり、
Ｙ０１およびＹ０２は、各々、互いに独立して、Ｈ、Ｆ、ＣｌまたはＣＮを示し、
Ｒ０１およびＲ０２は、互いに独立して、Ｈであるか、または１～２０個のＣ原子、好ま
しくは１～６個のＣ原子を有する直鎖状もしくは分枝状アルキルであり、ならびに
ｋおよびｌは、各々、独立して、０、１、２、３または４である、
を含むことを特徴とする、請求項１または２に記載の複屈折ＲＭレンズ。
【請求項４】
　重合性液晶成分がＡ式ＩＩ－１～ＩＩ－２７から選択された少なくとも１種の重合性メ
ソゲン化合物および式ＩＩＩ－１～ＩＩＩ－１２から選択された少なくとも１種の重合性
メソゲン化合物
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【化２】
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【化３】
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【化４】
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【化５】
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【化６】

式中
Ｐ０は、複数回出現の場合においては互いに独立して、重合性基であり、
Ａ０は、複数回出現の場合においては互いに独立して、１、２、３もしくは４つの基Ｌで
置換されていてもよい１，４－フェニレン、またはトランス－１，４－シクロヘキシレン
であり、
Ｚ０は、複数回出現の場合においては互いに独立して、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ

２ＣＨ２－または単結合であり、
ｒは、０、１、２、３または４であり、
ｕおよびｖは、互いに独立して０、１または２であり、
ｗは、０または１であり、
ｘおよびｙは、互いに独立して０または１～１２の同一であるかもしくは異なる整数であ
り、
ｚは、０または１であり、ｚは、隣接するｘまたはｙが０である場合には０であり、
ベンゼンおよびナフタレン環はさらに、１つまたは２つ以上の同一であるかまたは異なる
基Ｌで置換され得、ならびに
パラメーターＲ０、Ｙ０、Ｒ０１、Ｒ０２およびＬは、式Ｉにおいて上に示したのと同一
の意味を有する、
を含むことを特徴とする、請求項１～３のいずれか一項に記載の複屈折ＲＭレンズ。
【請求項５】
　重合性液晶成分Ａが式ＩＩａ～ＩＩｃから選択された少なくとも１種の重合性メソゲン
化合物および式ＩＩＩａ～ＩＩＩｈから選択された少なくとも１種の重合性メソゲン化合
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物
【化７】
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【化８】

式中、パラメーターＲ０は式Ｉにおいて上に示したのと同一の意味を有し、ｘおよびｙは
互いに独立して１～１２の整数である、
を含むことを特徴とする、請求項１～４のいずれか一項に記載の複屈折ＲＭレンズ。
【請求項６】
　非重合性成分（Ｂ）が触媒、増感剤、安定剤、重合開始剤、阻害剤、連鎖移動剤、潤滑
剤、湿潤剤、分散剤、疎水剤、接着剤、流動性向上剤、消泡剤、脱気剤、希釈剤、反応性
希釈剤、補助剤、着色剤または顔料から選択された少なくとも１種の非重合性化合物から
なることを特徴とする、請求項１～５のいずれか一項に記載の複屈折ＲＭレンズ。
【請求項７】
　重合性液晶成分Ａの液晶媒体中の量が全液晶媒体の９５重量％より高いことを特徴とす
る、請求項１～６のいずれか一項に記載の複屈折ＲＭレンズ。
【請求項８】
　非重合性成分Ｂの液晶媒体中の量が全液晶媒体の５重量％より低いことを特徴とする、
請求項１～７のいずれか一項に記載の複屈折ＲＭレンズ。
【請求項９】
　未硬化の重合性液晶媒体が少なくとも１時間にわたる結晶化に対する室温安定性を示す
ことを特徴とする、請求項１～７のいずれか一項に記載の複屈折ＲＭレンズ。
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【請求項１０】
　ＲＭレンズの複屈折（Δｎ）が０．１０～０．５０の範囲内にあることを特徴とする、
請求項１～８のいずれか一項に記載の複屈折ＲＭレンズ。
【請求項１１】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の複屈折ＲＭレンズの製造方法であって、以下のス
テップ
－　重合性液晶媒体の溶解物の層を基板上に、室温または高い温度で提供すること、
－　逆のレンズ型を、コーティングした重合性液晶媒体の上に提供すること、
－　型中の重合性液晶媒体を高い温度で焼きなますこと、
－　型を冷却すること、
－　重合性液晶媒体を硬化させること、および
－　任意に型を取り外すこと
を含む、前記方法。
【請求項１２】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の複屈折ＲＭレンズの、電気光学デバイスにおける
使用。
【請求項１３】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の少なくとも１つの複屈折ＲＭレンズを含む、電気
光学デバイス。
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